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中間評価論文要旨

オーラル・ヒストリーにおける歴史認識の形成

ー“Foxfire"誌の分析を通して-

藤井大亮※

1 .問題の所在及び研究の邑的と方法

E本の涯史教育が「暗記科目j化しているという現実がある O この点について，

司本の歴史教育の特質を rthe history J (r定番の絶対的な歴史J) と ra historyJ 
(r一つの解釈としての歴史J)という観点から論じた今野日出精 (2005) は， B 
本の f歴史教育では，歴史教科書の叙述がれhehistoryJlのように意識され，そ

れを受けて，教師の f語りjがあたかも f御宣託jのように， r絶対的な語りjと
して教室を支配してきたJ(p.6) と述べている O そうした歴史教育の在り方が問

題なのは，その結果として形成される生徒の歴史認識の画一化を招くからである。

この問題に対して，筆者は，オーラル・ヒストリー，すなわち，ある個人に記

憶を口述してもらい，これを記録・分析する一連の作業 およびその成果として

のヒストリオグラブイー(口述史，口承史)を導入することが，学校歴史教育に

おいて， r the history J化したj琵史認識を変革する契機となりうると考える O とは
いえ，このことを裏づけるにはオーラル・ヒストリーを通して生徒は如何なる歴

史認識を形成しうるかが，まずは解明されなければならない。それは，生徒が実

践したオーラル・ヒストリーの成果を分析することで，可能になると考える。そ

こで，本研究では，オーラル・ヒストリーによって形成された歴史認識が如何な

るものであるかを明らかにすることを目的とする O この目的のために，“Foxfire"

誌には生徒の歴史認識が表象されているものとみて，これを分析する方法をとる O

“Foxfire"誌とは，数あるオーラル・ヒストリー・プロジェクトのなかで，知名

度，成果，影響力といった点で他を圧する，米国ジョージアナHにおける“Foxfire"

プロジェクトの成果として，生徒が制作した雑誌であるO “Foxfire"誌の内容を

扱った先行研究としては，これを地域学習という観点から研究した小)11浩之

(1991)が挙げられるが，そこでは，考察の対象とした資料が“Foxfire"誌の選
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集の一部であり，“Foxfire"誌そのものではないという資料的な眼界もあり，

“Foxfire"誌におけるオーラル・ヒストリーの全貌を捉えるには至っていない。

これに対して，本研究では，“Foxfire"誌を創刊号から悉皆調査することで，オ

ーラル・ヒストリーを通して形成された生徒の歴史認識について，その実相を見

出すことを意図している O 分析の対象としたのは， 1967年の創刊号から2006年の

Vol. 40 No. 3 & 4まで， 40年間に発行された“Foxfire"誌122冊に掲載されてい
る1004本の記事である D

2 .論文の構成

序 章 問題の所在及び研究の呂的と方法

第1節 問題の所在及び研究の目的と方法

第2節本論文の構成

第3節主要用語の定義

第1章 オーラル・ヒストリーにおける歴史認識の意義

第 l節 オーラル・ヒストリー研究の歴史と領域

第2節 オーラル・ヒストリーにおける歴史認識の意義

第2章 米国初等中等教育のオーラル・ヒストリー実践における“Foxfire"プロ

ジ、エクトの位霞

第1節 米自初等中等教育におけるオーラル・ヒストリーの実践史

第2節 米国初等中等教育におけるオーラル・ヒストリー実践の整理

第3節 米国初等中等教育のオーラル・ヒストリー実践における“Foxfire"プ

ロジェクトの位置

第3章 “Foxfire"誌におけるオーラル・ヒストリーの内容とその変遷

第1節 “Foxfire"誌を分析する視点と方法

第2節 “Foxfire"にみる生徒およびインタピ、ユーイーの属性と“Foxfire"プ

ロジェクトの活動

第3節“Foxfire"誌におけるオーラル・ヒストリーの内容とその変遷

第4章 “Foxfirぜ'誌にみるオーラル・ヒストリーにおける歴史認識の形成

第l節 “Foxfire"誌にみるオーラル・ヒストリーにおける歴史認識の射程

第2節 “Foxfire"誌にみるオーラル・ヒストリーにおける歴史認識の形成

終章本論文の成果と今後の課題
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3.論文の概要

第 l章では，オーラル・ヒストリーにおける歴史認識を，実証主義的な文献史

料解釈にもとづく歴史認識との対比において考察し，また，オーラル・ヒストリ

ーを歴史学の発展過程に位置づけることで，オーラル・ヒストリーにおける歴史

認識の意義や課題を明らかにした。オーラル・ヒストリーにおける歴史認識の意

義は，①能動的・主体的な歴史認識を可能にすること，⑦複眼的な歴史認識を可

能にすること，③文献史料からは見えてこない民衆の生き様や日常を認識するこ

とができることにある o 一方，オーラル ・ヒストリーにおける歴史認識の眼界に

ついては，①捉えられる歴史的時間の範囲が短いとの指摘に②口述史料の信感

性もふくめて，オーラル・ヒストリーにおける歴史認識の主観性についての指摘

がある。また，第 1章では，学問研究の次元でのオーラル・ヒストリーの成果に

ついて言及した先行研究を整理し，オーラル・ヒストリーの成果を分類する枠組

みとして，①政治史，②経済史，①文化史，④社会史(家族史)，⑤社会史(黒人

史・民族史・移民史)，⑥社会史(女性史)，⑦社会史(労働史)，③社会史(その

他)，③地方史・コミュニティ史，⑬個人史，⑪その他からなる「オーラル・ヒス

トリーの領域jを設定した。

第2章では，米国初等中等教育におけるオーラル・ヒストリー実践について，

その成果に着目して整理し，“Foxfire"プロジェクトの位置を明らかにした。ま

ず，第 1章で構成した「オーラル・ヒストリーの領域jが，米国初等中等教育に

おけるオーラlレ・ヒストリーの成果を捉える枠組みとして機能するかを検証した。

先行研究で特定されたオーラル・ヒストリーのテーマは 本研究における「オー

ラル・ヒストリーの領域jのなかのいずれかの項目に位置づけることができた。

この結果から， Iオーラル・ヒストリーの領域jが初等中等教育におけるオーラ

ル・ヒストリーの成果を分類する上で有効であると判断し，これを用いて，

“Foxfire"プロジェクトの成果について言及している先行研究を分析し，整理し

た。その結果，“Foxfire"プロジェクトの成果は， Iオーラル・ヒストリーの領

域jのなかの，③，⑦，⑤，⑮の項目に該当することが明らかになった口さらに

本研究では，実際に“Foxfire"プロジェクトの成果としての“Foxfire"誌を分

析し，①O.l%，⑦0.1%，③25.7%，④5.3%，⑤ 1.3%，⑥0%，⑦21.4%，③ 

0.4%，① 24.4% ，⑮ 8.8%，⑪ 12.5%であることを見出した o これにより

“Foxfire"プロジェクトの位置は明らかになったものの，⑪「その他」カテゴリ

に
dno 

唱

t
ム



ーの割合が比較的高いこと，①や②のようにほとんど無に等しいカテゴリーが存

在することなどの理由から，“Foxfire"誌の内容的特徴を明らかにするには，カ

テゴリーを再構成することが課題となった。

第3章では，第2章の課題をうけて，“Foxfire"誌を分析し，そこにみられる

(ヒストリオグラフィーとしての)オーラル・ヒストリーの内容を明らかにした。

“Foxfire"誌を分析するにあたり，本章では，予め分析の枠組みを設定せず，記

事の共通点を探り，埠納的にカテゴJ)ーを構成するアプローチを採った。その結

果，次の9つのカテゴリーが構成された。①伝統的慣習-俗信11.0%，②生活技

術15.4%，①職業・仕事21.1%，④個人史24.5%，①家族史5.1%，⑤建物・場所

の歴史9.0%，⑦自然・環境1.9%，③フィクション5.5%，⑤その他6.6%である O

次に， 1967年から2006年までの40年間を10年単位で時期区分し，各カテゴリーの

割合が，どのように変動してきたかを分析した。その結果，次の傾向が克てとれ

た。すなわち，時代が下るにつれ，①と②は逓減し，逆に④と①は漸増傾向にあ

り，③と⑥も，全体としてはやや増加傾向にあること。③はごく初期の頃に見ら

れたが，その後は姿を消すことである O ここから，“Foxfire"誌に見られるオー

ラル・ヒストリーは，時代が下るとともに，棺対的に民間伝承の割合が減じ，口

述史の割合が増していることが見出された。つまり，“Foxfire"誌におけるオー

ラル・ヒストリーの内容が，時代とともに変化しているということである。これ

は，先行研究では指摘されていない，“Foxfire"誌それ自体がもっ歴史性である O

この他には，例えば，生徒が，以前に書かれた記事を先行研究として，調査を行

っているということ，前の生徒が完成できなかった記事を引き継いで書かれた記

事があるということ，コミュニティのなかで，“Foxfire"の活動が，親から子へ，

おじ・おばから甥・姪へ，先輩から後輩へと継承されていっているということな

どが挙げられる O こうした歴史性に加え，筆者は，“Foxfire"誌の社会的機能を

見出した。すなわち，“Foxfire"言志は，オーラル・ヒストリーをプールするアー

カイヴスとしてだけでなく，それを普及するメディアとして機能し，オーラル・

ヒストリーを人々に共有させることで，南部アパラチア地域の rour history Jの
創造(歴史認識の共有)を促しているということである O

第4章では，“Foxfire"誌の言説を引用しながら，オーラル・ヒストリーを通

して形成された歴史認識の特質-について，歴史認識の射程に着目して考察した。

“Foxfire"誌を分析した結果，口述史(語ってもらった歴史)における歴史的時
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間の範囲は 100年に満たないが，口承史(語り継がれた歴史)の場合は150~200

年間の摩史的時簡を捉えていることを明らかにした。また，歴史的空間について

は，インタビューイ一次第では，オーラル・ヒストリーによって，世界の地理を

1iえることカfできることを明らかにした。そのうえで オーラル・ヒストリーに

おける歴史認識について， I大きな歴史Jと 「小さな歴史Jという観点から考察し

た。“Foxfire"誌に見られるオーラル・ヒストリーにおける歴史認識は， r小さな
歴史jの範囲を中心とするものの，必ずしもそれに留まるものではなく，個人史

などの「小さな歴史」の学習を通して，合衆国史や世界史といった「大きな歴史j

の一端を深く学んだ生徒がいたことを見出したD さらに “Foxfire"誌において

は，はじめから「大きな歴史Jの新たな一面を掘り起こすことを意図した試みが

見られたことを実証した。“Foxfire"誌に見られる才一ラル・ヒストリーにおけ

る歴史認識には， (i)先ずインタビューしたい人物がおり，その人に語ってもら

った話が，生徒にとっての認識内容となったもの(カテゴリー④，⑤，②および

③の一部)と， (i i )先ず調べたいテーマがあり，そのテーマに関して，文字史料

からは分からない歴史の具体的諸相を認識したもの(カテゴリー①，⑤，②およ

び③の一部)がある D また，オーラル・ヒストリ」は，語り手と聞き手双方の存

在を前提とし，両者の相互作用の中で生起する営みであるO そのことが， I小さな

歴史Jの認識， r小さな歴史Jを通した「大きな歴史Jの認識，そして f大きな歴
史jの(再)認識というバリエーションを生みだし ひとつの歴史のストーリー

を生徒に与える歴史教育では為しえない，多様な歴史認識の形成を促していると

考えられるのである D

4.今後の課題

本論文では，“Foxfire"誌の記事を定量的に分析することを中心としたが，今

後は，個々の記事を丁寧に解釈し，分析を精線化していくことを課題とする D も

うひとつは，オーラル・ヒストリーの成果としての“Foxfire"誌に焦点をあてた

ため，オーラル・ヒストリーにおける歴史認識形成の過程について，十分に論じ

られなかったことである。この点を突き詰めることも今後の課題とする D
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